
［成果情報名］宿根バーベナとクローバーにおける土着天敵ヒメハナカメムシ類の発生状況  

［要約］宿根バーべナとクローバーにおけるヒメハナカメムシ類の発生は5月から静めら  

れ、6月中旬から7月上旬に最も多くなる。ナミヒメハナカメムシ、タイリクヒメハナカ  

メムシの発生が罷められ、ナミヒメハナカメムシが優占種である。  
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［部会名］野菜・花き（野菜作物）  ［分類］研究  

［背景・ねらい］  

宿根バーべナとクローバーには、野菜の重要害虫アザミウマ類の天敵ヒメハナカメムシ  

類が多く集まる。この天敵を利用したアザミウマ類の防除技術を確立するため1ヒメハナ  

カメムシ類の発生時期、発生量および発生種を明らかにする。  

［成果の内容・特徴］  

1．紀の川市の宿根バーベナとクローバーでは、ヒメハナカメムシ類の発生は5月から静   

められ、6月中旬から7月上旬に最も多くなり、9月に減少し、10月に終息する（図1）。   

有田川町の宿根バーべナでのヒメハナカメムシ類の発生は、紀の川市と同様の傾向が静   

められる（データ省略）。  

2．ヒメハナカメムシ類成虫の発生ピーク時の1Ⅰばあたり生息数は、宿根バーべナでは  

100頭以上、クローバーでは50～100頭程度である（データ省略）。  

3．ナミヒメハナカメムシ、タイリクヒメハナカメムシの発生が認められ、ナミヒメハナ   

カメムシが優占種である（表1）。  

［成果の活用面・留意点］  

1．宿根バーべナなどの地被植物からヒメハナカメムシ類を効率的に採集する装置（天敵   

採集装置）をみのる産業株式会社と共同で開発中である。また、採集した天敵をシシト   

ウガラシに放飼するアザミウマ類防除技術を検討中である。   



［具体的データ］  
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国1宿根バーベナとクローバーにおけるヒメハナカメムシ類の発生消長  

※ 憫蔭方法：独mx醐の花を8カ所採取してエタノーリレ洗浄し、ヒメ′ヽナカメムシ類成幼虫数を書一散した  

※宿根′叫イタビアンりVオレット」紀の川市（■某試蒜遍内）  

定檎：獅叫月22日及び5月12日、面積：丁2n†、載檀排：敵船11、恥m、4黒檀、恥、千札抑  

書用マノけとしてワイドスクリーう′＃1013（日本ワイドクロス㈱製）を全面槻正した。  

※ クローヤも一 紀のJlr市（よ某試蒜扁内）  

輌月下旬から7月上旬l脇遍内の自生クローヤ側面恥7n㌔碑月上旬まで別の自生  

クローヤもJd調査し、7月下旬以降は移欄したクロ→Ⅷした。  

表1宿根バーベナとクローバーにおけるヒメハナカメムシ類種構成  

種構成（％）  
革種  調査年度   

ナミヒメハナカメムシ タイリクヒメハナカメムシ  

2004  98．3  3．7  

2005  100  0  

宿根バーベナ  

2004  61．1  38．9  

2005  83．3  16．7  
クローバー  
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